
市
議
会
議
長
に
乾
章
俊
議
員
、

副
議
長
に
吉
田
清
隆
議
員
を
選
出

９
月
定
例
市
議
会　
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
候
補
者
試
験

給
食
調
理
員　
募
集

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

　

令
和
4
年
4
月
に
採
用
予
定
の
会
計

年
度
任
用
職
員
採
用
試
験
（
調
理
員
）
を

実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼�

10
月
14
日
㈭
～
11
月
12
日
㈮

試
験
日
程
▼
11
月
27
日
㈯

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

選
考
方
法
▼ 

作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
書

類
選
考

申
込
方
法
▼ 

試
験
申
込
書
と
自
己
紹
介

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
人
事
職
員
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

職種 業務内容 採用人数

技能労務職
調理員
（小学校）

5人程度

報酬 受験資格
13万4,522円/月～
13万8,358円/月 問わない

詳細はこちら

　
令
和
３
年
９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
７

日
～
９
月
24
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、

目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
市
の
考
え
方
や

方
向
性
を
定
め
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
た
い
と
延
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　
主
な
内
容
と
し
て
、
除
雪
車
の
稼
働
状

況
を
G
P
S
で
管
理
し
市
民
へ
情
報
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
市
道
の
消
雪

設
備
に
故
障
が
な
い
か
常
時
監
視
す
る

装
置
を
整
備
す
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
関
連
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

で
時
短
営
業
を
す
る
飲
食
店
や
令
和
元

年
度
に
比
べ
て
売
り
上
げ
が
減
少
し
た

事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
を
計
上
し
、
一
般

会
計
の
総
額
は
１
２
２
億
３
５
８
１
万

３
千
円（
３
億
５
５
０
５
万
９
千
円
増
）と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
１
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
立
野
向
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・
勝
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

・
勝
山
市
手
数
料
条
例

・
勝
山
市
下
水
道
条
例

・�

勝
山
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

招集あいさつ
全文はこちら

議　長
乾
いぬい

　章
あき

俊
とし
（77）

副議長
吉
よし

田
だ

　清
きよ

隆
たか
（64）

◆
委
員
の
選
任

　

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員
お
よ
び
勝

山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
部　
雅
代
氏（
滝
波
町
4
）

　
下
川　
幸
一
氏（
荒
土
町
松
田
）

◆
そ
の
他

　

意
見
書
案
の
２
件
が
可
決
さ
れ
１
件

が
否
決
、
陳
情
の
１
件
が
採
択
、
令
和
２

年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
認
定
２

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
諮
問

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
異
議
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
竹
内　
敦
子
氏（
郡
町
２
）

　
伊
藤　
善
祐
氏（
鹿
谷
町
西
遅
羽
口
）

※期末手当・通勤手当あり

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

保育園
ってどんなところ？

認定こども園
ってどんなところ？

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
幼
稚
園

令
和
4
年
度
新
規
入
園
を
受
け
付
け
ま
す

　幼稚園と保育園の機能や特
長を合わせ持ち、地域の子育
て支援も行う施設です。教育・
保育を一体的に行い、「保育を
必要とする事由」の有無に関わ
らず利用できるため、例えば
保護者の就労状況が変化して
も継続して利用できます。

　就労などのため家庭で保育
のできない保護者に代わって
保育する施設です。0歳児から
就学前までの長期的な視野を
持って、教育・保育及び子育
て支援を行い、健康な心と身
体を育て、安全な生活を作り
出す力を養います。

　3～５歳児の生活や学習の
基礎を育む教育施設です。年
齢に相応した適切な環境を整
え、子どもたちの「やってみた
い！」を大切にし遊び込む中で
「生きる力」と「学びに向かう
力」を育てます。

幼稚園
ってどんなところ？

「保育を必要とする事由」に該当とは？

　父母ともに次のいずれかに該当することが必要です。
□月48時間以上の就労□妊娠・出産
□保護者の疾病・障害
□親族の介護・看護
□災害復旧
□継続的な求職活動

□就学
□職業訓練
□�虐待やDVのおそれがあること
□�満1歳までの子どもの育児のため、兄
姉が保育園を利用する必要があること

□�育児休業取得中にすでに保育を利用
している子どもがいて継続利用が必
要であること

利
用
で
き
る
施
設
を
知
ろ
う

広報かつやま10月号 №803 　　 12



市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

区分 名称 運営 所在地 電話
定員 開園

時間
対象
年齢1号 2・3号

認
定
こ
ど
も
園

しろきこども園

私
立

芳野町2丁目3-19 88-3213 10 120

㈪～㈯
7:00～
19:00

（延長を含
む）

0
～
5
歳

きたこども園 沢町2丁目3-22 88-1557 5 55

上野こども園 荒土町別所33-58-1 89-2022 10 60

ケイテーこども園 元町1丁目8-17 87-1857 6 70

中央こども園 栄町2丁目7-6 88-0872 6 70

まつぶんこども園 旭町1丁目1-56 69-1111 6 90

南こども園 元町2丁目7-28 88-0850 6 70

保
育
園

鹿谷保育園 私
立

鹿谷町保田99-31-2 89-2211 - 60

0
～
5
歳

北郷わしのこ保育園 北郷町東野28-45 89-3433 - 60

平泉寺保育園 公
立

平泉寺町平泉寺164-45甲 88-4332 - 30 ㈪～㈯
7:30～
18:30野向保育園 野向町龍谷50-47 87-3888 - 30

幼
稚
園

成器南幼稚園 公
立 元町2丁目18-38 88-1328 40 -

㈪～㈮
8:30～
16:30

（預かり保
育含む）

3
～
5
歳

認
定
こ
ど
も
園（
1
号
認
定
）

　

申
込
書
は
各
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は

福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
）で
配
布
し
ま

す
。
期
間
内
に
福
祉
・
児
童
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
認
定
こ
ど
も

園
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
　
象
▼ 「
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教

育
を
希
望
す
る
児
童
（
平
成

28
年
4
月
2
日
～
平
成
31

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

受
付
期
間
▼�

11
月
1
日
㈪
～
11
月
30
日
㈫

　
　
　
　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
日
祝
日
を
除
く

　

入
園
の
申
し
込
み
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
下
記
施
設
一
覧
に
記
載
の
各
認

定
こ
ど
も
園
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
園・認
定
こ
ど
も
園（
2・3
号
認
定
）

　
申
込
書
は
福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
）

で
配
布
し
ま
す
。
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
が
分
か
る
書
類
を
添
え
て
期
間
内
に

福
祉
・
児
童
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は「
入
園
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」を

配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
　
象
▼�

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
保
育
が
受
け
ら

れ
な
い
児
童
（
令
和
4
年
4

月
1
日
現
在
、
生
後
8
週
以

上
）

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
㈪
～
12
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
日
祝
日
を
除
く

申
・
問� 

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
7
7
7

幼
稚
園（
1
号
認
定
）

　

申
込
書
は
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
総
務

課
で
配
布
し
ま
す
。
期
間
内
に
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
　
象
▼�「
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教

育
を
希
望
す
る
児
童
（
平
成

28
年
4
月
2
日
～
平
成
31

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
㈪
～
12
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
日
祝
日
を
除
く

申
・
問��

教
育
総
務
課
（
教
育
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
1
2

※
障
が
い
を
持
っ
た
お
子
さ
ん
の
入
園
に

つ
い
て
も
各
施
設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

市
内
の
施
設
一
覧

○
中
央
こ
ど
も
園
で
は
休
日
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す

○
定
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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あ
な
た
の
く
ら
し
を
守
る「
成
年
後
見
制
度
」

�

問
福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
０
7
7
7

成
年
後
見
制
度
っ
て
な
に
？

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
は
、
自
分
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
の
契
約
を
結

ぶ
必
要
が
あ
っ
て
も
自
身
で
行
う
の
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
判
断
が
で
き
ず
に
不
利
益
な
契

約
を
結
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
々
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後

見
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見
制
度

と
任
意
後
見
制
度
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

・
法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
支
援
す

る
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所
が
支
援
者
（
成

年
後
見
人
等
）を
選
任
す
る
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て

財
産
管
理
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契

約
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
の
権
利
や

財
産
を
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
法
定
後
見
制
度
は
判
断
能
力
に

応
じ
て「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

・
任
意
後
見
制
度

　
本
人
が
元
気
な
う
ち
に
、
将
来
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
な
ど
で
代
理
人
を

選
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
に
、

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
と
支
援

を
開
始
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法

（
法
定
後
見
制
度
の
場
合
）

①
申
立
て

申 

立
て
が
で
き
る
方
▼
本
人
、
配
偶
者
、

四
親
等
内
の
親
族
な
ど

※�

四
親
等
内
の
親
族
が
い
な
い
場
合
な

ど
は
、
市
長
が
申
立
て
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す

申 

立
て
先
▼
本
人
の
居
住
地
を
管
轄
す

る
裁
判
所
（
勝
山
市
の
場
合
は
福
井
家

庭
裁
判
所
）

※�

申
立
て
費
用
と
指
定
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す

②
審
判（
成
年
後
見
人
等
の
決
定
）

　
家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
が
、
調
査
、
確

認
を
行
い
、
成
年
後
見
人
等
に
最
も
適
切

と
思
わ
れ
る
人（
配
偶
者
や
親
族
、
法
律・

福
祉
の
専
門
職
な
ど
）を
選
任
し
ま
す
。

③
後
見
の
開
始

　
親
族
以
外
の
後
見
人
等
の
場
合
は
、
報

酬
が
必
要
で
す

ご
相
談
・
お
問
合
せ

【
高
齢
者
の
方
】

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
や
す
ら
ぎ
」　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
87
‐
０
９
０
０

【
障
が
い
の
あ
る
方
】

　
福
祉
・
児
童
課　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
87
‐
０
7
7
7

【
法
人
に
よ
る
後
見
事
業
所
】

　
勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
さ
え
愛
」　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
87
‐
１
1
7
7

後見

本
人
の
判
断
能
力
が
ほ
と
ん
ど

な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。

保佐

本
人
の
判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
な
場
合
、
重
要
な
法
律
行

為
の
同
意
や
取
り
消
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

補助

本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な

場
合
、
申
立
て
に
よ
り
一
部
の

行
為
を
行
い
ま
す
。

市からのお知らせI n f o r m a t i o n
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対 　
象
▼
18
歳
未
満
の
お
子
様
を
持
つ

保
護
者
の
方
、
妊
娠
中
の
方

利 

用
方
法
▼
「
ふ
く
育
応
援
団
」
の
店
舗

や
施
設
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

「
広
報
か
つ
や
ま
」が
ア
プ
リ
で
読
め
ま
す

�

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
4

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発

信
を
強
化
す
る
た
め
、
多
言
語
対
応
ア
プ

リ
「
C
a
t
a
l
o
g　
Ｐ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

（
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
）」
を
導
入
し
ま
し

た
。こ
の
ア
プ
リ
で
は
、「
広
報
か
つ
や
ま
」

や「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の

デ
ジ
タ
ル
版
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
以
外
に
も
、
英
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
な
ど
10
言
語
に
対
応
し
て
お
り
、
画

面
内
で
文
字
を
大
き
く
表
示
す
る
こ
と

や
文
章
を
音
声
で
読
み
上
げ
る
な
ど
便

利
な
機
能
が
満
載
で
す
。

　
今
後
、「
広
報
か
つ
や
ま
」
以
外
に
も
、

観
光
や
生
活
、
災
害
情
報
な
ど
に
つ
い
て

配
信
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

まずはアプリを
ダウンロード

iOS用

Android用

　
県
は
、
10
月
1
日
に
子
育
て
世
帯
な
ど

を
応
援
す
る
企
業
・
店
舗
に
よ
る
「
ふ
く

育
応
援
団
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
お
店
や
企

業
「
ふ
く
育
応
援
団
」
で
割
引
や
特
典
な

ど
様
々
な
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
「
ふ
く
育
パ
ス

ポ
ー
ト
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

優
待
サ
ー
ビ
ス
例

•
お
買
い
上
げ
総
額
よ
り
○
％
引
き
！

•
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
！

•
新
規
入
会
金
を
無
料
に
！

「
ふ
く
育
パ
ス
ポ
ー
ト
」利
用
登
録
受
付
中

問
ふ
く
育
事
務
局（
福
井
新
聞
社
営
業
企
画
局
内
）☎
0
7
7
6
‐
57
‐
5
1
5
2

パスポートの
登録はこちら

応援団はこの
POPが目印！

11
月
～
12
月
は

「
ふ
く
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

�

開
催
！

ふ
く
育
応
援
団
も

随
時
募
集
中

県子育て応援サイト「ふく育」
ふく育応援団の情報や提供
サービス、その他さまざまな
子育て情報が満載
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼

加
藤
朱
浬（
勝
山
中
部
3
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

青
山
き
ら（
勝
山
南
部
3
）

銀
賞
▼

乾
仁
美（
勝
山
南
部
3
）鎌
田
塁
斗（
勝

山
北
部
3
）

銅
賞
▼

田
鳥
心
優（
勝
山
南
部
2
）吉
田
ロ
ア
ン

（
勝
山
北
部
2
）
島
田
優
大
（
勝
山
北
部

3
）中
村
美
結（
勝
山
北
部
3
）

入
選
▼

河
奥
正
拳
（
勝
山
南
部
1
）
幸
河
歩
夢

下
水
道
い
ろ
い
ろ

�

コ
ン
ク
ー
ル

（
勝
山
南
部
2
）
下
牧
蓮
奈
（
勝
山
北
部

2
）中
村
さ
く
ら（
勝
山
北
部
2
）平
林

庵
央（
勝
山
中
部
3
）

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼

　
中
村
奈
緒（
村
岡
4
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

笠
松
真
仲（
北
郷
4
）

銀
賞
▼

斎
藤
珠
梨（
成
器
西
5
）多
田
衣
吹（
荒

土
6
）

銅
賞
▼

平
野
宝（
成
器
西
1
）門
実
咲（
村
岡
4
）

松
原
悠（
村
岡
4
）小
池
花
栞（
三
室
5
）

入
選
▼

石
渡
春
馬（
三
室
1
）髙
見
季
那（
村
岡

4
）竹
内
寛
貴（
村
岡
4
）加
藤
宇
乃（
村

岡
4
）松
﨑
颯
真（
村
岡
4
）

第
49
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

南
部
清
花（
勝
山
中
部
3
）

※
市
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

川
上
葵
生
（
勝
山
南
部
2
）
髙
田
勇
豊

（
勝
山
南
部
1
）中
村
優
里（
平
泉
寺
6
）

島
田
英
虎（
北
郷
5
）竹
内
寛
貴（
村
岡

4
）上
山
開
生（
平
泉
寺
3
）石
橋
旺
大

（
成
器
西
2
）石
川
知
香（
北
郷
1
）

銀
賞
▼

木
下
友
利
香（
勝
山
中
部
3
）小
田
琴
音

（
勝
山
南
部
3
）
前
田
紬
貴
（
勝
山
南
部

2
）
南
部
香
乃
（
勝
山
中
部
2
）
斎
藤

菜
々
心（
勝
山
中
部
1
）竹
内
咲
葵（
勝

山
中
部
1
）石
橋
虎
大（
成
器
西
6
）山

口
天
音（
鹿
谷
6
）前
田
小
雪（
村
岡
5
）

林
諒
真（
村
岡
5
）片
山
暁
葉（
村
岡
4
）

松
原
悠（
村
岡
4
）阪
根
奏
多（
村
岡
3
）

松
井
彩
乃（
成
器
西
3
）福
岡
優
真（
成

器
西
2
）中
村
結
愛（
村
岡
2
）中
村
香

子（
成
器
南
1
）千
葉
舞
緒
奈（
鹿
谷
1
）

銅
賞
▼

織
田
涼
花
（
勝
山
中
部
3
）
岩
泉
芽
衣

（
勝
山
中
部
3
）
髙
島
梨
沙
（
勝
山
南
部

3
）片
桐
花
笑（
勝
山
中
部
2
）久
保
藍

里（
勝
山
中
部
2
）山
内
悠
聖（
勝
山
北

部
2
）仲
村
駿
杜（
勝
山
南
部
1
）田
中

譲
乃
真（
勝
山
北
部
1
）鳥
山
結
楠（
勝

山
南
部
1
）森
石
想
良（
荒
土
6
）横
山

鉄
芯（
成
器
南
6
）宮
本
心
遥（
平
泉
寺

6
）松
村
晃
奈（
北
郷
5
）小
寺
杏
美（
村

岡
5
）石
黒
遥
花（
成
器
南
5
）橋
本
琳

奈（
成
器
南
4
）林
結
彩（
成
器
南
4
）原

圭
佑（
荒
土
4
）玉
木
美
心（
成
器
西
3
）

坂
井
健
人（
三
室
3
）石
橋
里
奈（
成
器

南
3
）中
西
李
緒（
北
郷
2
）笠
川
実
桜

（
北
郷
2
）森
下
新
太（
成
器
西
2
）田
中

銀
仁
郎（
北
郷
1
）田
中
咲
希（
北
郷
1
）

石
川
朝
陽（
北
郷
1
）

第
38
回
防
火
標
語

金
賞
▼

長
谷
川
静
奈（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

拍
子
木
に

願
い
を
こ
め
て　

火
の
用
心

銀
賞
▼

大
友
雄
生（
成
器
西
6
）田
中
来
祈（
龍

谷
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

銅
賞
▼

石
塚
大
晴
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
南
部
心
美

（
成
器
西
6
）松
村
勘
太
朗（
鹿
谷
5
）
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

優
秀
賞
▼

前
田
香
葵（
勝
山
南
部
3
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

優
秀
賞
▼

吉
田
七
海（
鹿
谷
5
）長
尾
理
愛（
荒
土

4
）

優
秀
賞
▼

佐
野
樹（
鹿
谷
5
）田
中
寧
音（
北
郷
4
）

伊
藤
心
陽（
三
室
3
）鳥
山
結
晴（
成
器

南
2
）米
村
茉
歩（
村
岡
1
）

奨
励
賞
▼

中
村
奈
緒（
村
岡
4
）

田中芽依（成器南6）

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
８
１
２
６

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
を
受
け
て
、
龍
谷
区
自
主

防
災
組
織
、
猪
野
区
、
消
防
署
は
活
動
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

防
災
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画

�

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

谷
知
花（
勝
山
中
部
2
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

長
尾
瑠
夏（
勝
山
北
部
3
）

鳥山結晴（成器南2）

優
秀
賞
▼

永
井
佑
奈
（
勝
山
南
部
1
）
小
林
颯
太

（
勝
山
南
部
1
）
根
津
咲
良
（
勝
山
南
部

2
）中
村
光
里（
勝
山
南
部
2
）横
山
結

香（
勝
山
南
部
3
）廣
田
真
里
奈（
勝
山

北
部
1
）小
川
紗
奈（
勝
山
北
部
2
）髙

野
天
希（
勝
山
北
部
3
）小
林
千
晃（
勝

山
北
部
3
）
須
見
日
依
理
（
勝
山
北
部

3
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

栃
木
香
音（
成
器
西
5
）

優
秀
賞
▼

石
橋
虎
大（
成
器
西
6
）小
山
結（
成
器

南
3
）酒
井
謙
心（
村
岡
6
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
】

最
優
秀
賞
▼

田
中
大
樹（
北
郷
小
学
校
5
）

優
秀
賞
▼

北
口
犀（
成
器
西
5
）木
村
ま
あ
や（
成

器
西
5
）石
川
心
暖（
北
郷
6
）酒
井
謙

心（
村
岡
6
）小
山
梨
愛（
村
岡
6
）山
下

心
寧（
村
岡
6
）土
田
愛
大（
北
部
1
）飯

田
七
葉（
勝
山
北
部
1
）中
道
穏
来（
勝

山
北
部
2
）
堀
真
奈
羽
（
勝
山
北
部
2
）

柳
原
理
人（
成
器
西
5
）

選
挙
が未

来
を
開
く　

第
一
歩

【
消
防
署
】マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
救
命
ボ
ー
ト
な
ど

【
猪
野
区
】 エ
ア
コ
ン
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン

タ
ー
・
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど

【
龍
谷
区
自
主
防
災
組
織
】 物
置
・
発
電
機
・
投
光
器
・
レ
ス

キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
・
テ
ン
ト
な
ど

17 　　 広報かつやま10月号 №803



市からのお知らせI n f o r m a t i o n

　
令
和
4
～
6
年
度
に
、
市
が
発
注
す

る「
一
般
業
務
委
託
」「
物
品
等
・
小
規
模

修
繕
に
係
る
一
般
競
争
入
札
」「
指
名
競

争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
」
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
審

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご

確
認
の
上
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
請
区
分
▼
次
の
３
つ

①
一
般
業
務
委
託（
旧　
そ
の
他
委
託
）

　

�

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃
棄
物
処

理
、
調
査
、
検
査
、
情
報
シ
ス
テ
ム
保

守　
他

②
物
品
等

　

�

事
務
機
器
、
O
A
機
器
、
印
刷
、
医
薬

品
、
電
気
機
器
、
機
械
器
具
、
教
材
、

車
両
、
燃
料
、
日
用
品
、
装
飾
、
看
板

他
③
小
規
模
修
繕

　

�

造
園
、
大
工
、
木
製
建
具
、
左
官
、
屋

根
板
金
、
ガ
ラ
ス
、
内
装
、
畳
、
電
気

設
備
、
給
排
水
衛
生
設
備
、
消
防
設
備　

他 競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
な
ど
の
お
知
ら
せ

�

問
監
理
・
防
災
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
2
5

空
き
家
の
適
正
管
理
を
支
援
し
ま
す

�

問
監
理
・
防
災
課
☎
88
‐
8
1
2
5

申
請
期
間
▼
11
月
8
日
㈪
～
12
月
24
日
㈮

申 

請
方
法
▼
電
子
申
請
に
よ
る
デ
ー
タ

送
信
お
よ
び
必
要
書
類
を
郵
送
（
持
参

は
不
可
）

そ 

の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

く
だ
さ
い

※�

申
請
期
間
が
例
年
よ
り
1
か
月
前

倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す�

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

■
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※�
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

※�

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

・
11
月
上
旬

　

9
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方

・
令
和
4
年
2
月
上
旬

　

10
月
1
日
以
降
に
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　

市
内
の
空
き
家
が
周
辺
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
防
ぎ
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
管
理
代
行

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
一
部
補
助
し

ま
す
。

補 

助
対
象
者
▼
市
内
の
空
き
家
の
所
有

者
で
、
空
き
家
の
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
（
市
税
の
滞
納
が
な
い

な
ど
の
要
件
あ
り
）

対 

象
項
目
▼
外
観
調
査
（
継
続
的
に
実
施

す
る
も
の
）、
建
物
内
部
確
認
、
内
部

換
気
、
通
水
、
郵
便
物
確
認
、
敷
地
内

の
草
刈
り
、
空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の

報
告
な
ど

補 

助
金
額
▼
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
1
／
3
（
上
限
3
万
６
０
０
０
円
/

年
、
最
大
3
年
間
）

※�

管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
福
井
県
の
登

録
を
受
け
た
事
業
者
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス

勝山市HP
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

お知らせ・行事案内

戦没者遺骨の身元特定のため 
のＤＮＡ鑑定申請受付開始
　10月1日から厚生労働省が実施
するＤＮＡ鑑定によ
る戦没者遺骨の身元
を特定する事業の対
象地域が拡大しまし
た。

問 厚生労働省　社会・援護局　事
業課　鑑定調整室　DNA鑑定担当
☎03-3595-2219

行政相談週間
　10月18日㈪～ 24日㈰は行政相
談週間です。毎日の暮らしの中で
国や県、市の行政に対する意見や
苦情、要望はありませんか。
　行政相談委員が行政に関する身
近な相談を受け付け、問題解決の
お手伝いをします。
定例相談日
時毎月第3水曜日所教育会館
問 未来創造課　☎88-1115

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
自
在
に
使

い
こ
な
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
た
の
も
し
さ
を
、
動
画
鑑
賞

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
し
か
使
っ
て

い
な
い
自
分
自
身
に
ふ
が
い
な
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
M
）

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
中
学
生
ら

し
い
彼
女
た
ち
か
ら
は
想
像
だ
に

し
な
か
っ
た
、
綺
麗
で
ス
ピ
ー
ド

感
溢
れ
る
走
り
に
は
、
目
が
く
ぎ

付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
陸
上
競
技
を
間
近
で
見

て
み
て
く
だ
さ
い
。�

（
S
）

編
集
後
記

削るお絵描きに挑戦！
「スクラッチアート」
時10月20日㈬午前10時～正午所
勝山公民館第１会議室講若林朋美
氏定7人費500円（フレーム付き）
締10月19日㈫
問 勝山公民館　☎88-0800

家族でワクワク！ 
科学おもちゃづくり

時11月13日㈯午前10時～正午所
教育会館ホール内ストロー飛行
機、コアンダカーの作製講田中嘉
津彦氏、村中貴幸氏、伊勢大成氏、
高橋奨氏（福井工業高等専門学校　
機械工学科　工学博士）定親子15
組費無料締10月29日㈮※申込受
付は10月18日㈪から開始
申・問 生涯学習・スポーツ課
☎88-8114

人権講演会「私たちは 
なぜ生まれてきのか？」
　ハンセン病回復者とどらやき職
人との交流を描いた小説「あん」か
ら生きる意味について考えます。
時①10月25日㈪②11月16日㈫③
11月17日㈬いずれも午前9時30
～ 11時30分所①鹿谷公民館②野
向公民館③平泉寺公民館内小説
「あん」の著者ドリアン助川さんの
執筆中のエピソードなどを収録し
たDVD鑑賞、多摩全生園のパネ
ル展示 定 ①30人②15人③20人
（先着順）費無料
申・問 生涯学習・スポーツ課
☎88-8114

省略記号　時 –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

詳細はこちら

10月は食品ロス削減月間
　「もったいない」の心を大事に
一人ひとりができることに取り
組みましょう！
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

人口の動き（前月比）　※９月末現在
総人口 22,252人（－18） 世帯数 7,896世帯
男性 10,646人（－9） 出生 10人 死亡 19人
女性 11,606人（－9） 転入 22人 転出 31人

９月の交通事故（前年比）
事故 22件（－4）
死者 0人（－1）

負傷者 13人（＋5）

10月の納税
市・県民税（3期）

納期限 11月1日㈪
口座振替 10月26日㈫

広報かつやまに広告を
載せませんか？

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。
1枠

（縦5.5cm×横8.5cm）
2枠

（縦5.5cm×横18cm）

裏面 1万5,000円 3万円

中面 1万3,000円 2万6,000円

建設会社で地域の
  未来を造る。

未経験でも歓迎！！


